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に
一
九
八
五
年
六
月
十
五
し
十
七
日
、
一
九
仝
ハ
年

シ
六
月
二
十
七
し
二
十
九
日
に
続
く
三
回
目
で
す
。

゜
ヽ
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
海
洋
戦
略
に
よ
っ
て
ひ
き
起

の
こ
さ
れ
つ
つ
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
軍
事
的
エ
ス
カ
レ
ー

科
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
「
海
を
戦
争
の
た
め
に
使
う
な
」

最よ
「
海
洋
戦
略
に
も
っ
と
人
々
の
関
心
を
1
・
」
と
、
世

，
I

＇ 
叫
ー
界
的
な
行
動
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

t
 

至
n.
動
具
体
的
な
課
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
ふ
さ
わ
し
い

行
も
の
を
設
定
し
ま
す
。
「
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
反
対
」

也
「
ア
メ
リ
カ
の
リ
ピ
ア
爆
撃
に
抗
議
」
、
「
ニ
ュ
ー

の各
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
反
対
」
、
「
ミ
ズ
ー
リ
母
港
化
反

，
~
対
J
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
撤
去
」
、
「
海

洋
暇
略
の
た
め
の
通
信
基
地
撤
去
」
な
ど
な
ど
で
す
。

今
年
は
、

N
A
X
（
北
大
西
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
C
N
D
が
連
絡
セ
ン
タ
ー
と
な

り
、
大
西
洋
、
太
平
洋
、
地
中
海
、
イ
ン
ド
洋
で
の

と
り
組
み
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
世
界
の
海
は
民
衆
の
反
賎
・
反
核
の
声

を
結
び
ま
す
。

ー

5
、
し
9
ー
J
>
'
い
}
]
r

海
の
軍
備
撤
廃
を
め
ざ
す
国
際
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド

f

I
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トマホークの配(Jiiiを許すな！全国迎勁

●維持会ii（川乱l会代） ●参加会ii（月ltl会性） ●迪仏会員
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(2) 

伍世保に
和乏トマホークす苔載饂

0ンゲeーがバ入；を．((4.10) 核
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
国
と
米
国
の
支
配
者
た
ち

の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
て
き
た
―
密
約
一
の
存
在
を

だ
れ
も
も
う
否
定
で
き
な
い
。

四
月
十
二
日
、
共
産
党
が
暴
露
し
た
一
九
六
六
年

二
月
二
四
日
付
け
の
米
国
務
省
か
ら
在
日
米
大
使
館

へ
の
公
電
は
、
二
九
六

0
年
の
日
米
安
保
条
約
の

下
で
の
核
兵
器
持
込
み
（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）

に
関
す
る
日
本
と
米
国
と
の
秘
密
取
決
め
」
の
存
在

を
は
っ
き
り
み
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
持
込
み
」

と
＿
一
時
通
過
」
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
は
区
別
さ
れ
、

後
者
に
つ
い
て
は
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
く
事
前
協

議
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
展
う
余

地
が
な
い
。

日
本
政
府
は
七
四
年
の
ラ
ロ
ッ
ク
退
役
海
軍
少
将

の
話
会
証
言
、
八
一
年
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
駐
日
大

使
の
発
言
を
二
私
人
の
発
言
」
と
退
け
て
き
た
が
、

そ
の
捨
法
が
何
時
ま
で
通
用
す
る
と
考
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

統
一
地
方
る
｝
の
最
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

（
い
や
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う

か
）
「
革
新
政
党
J
を
含
め
て
人
々
の
反
応
は
小
さ

か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
見
透
か
し
て
い
た

-
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佐世保港に入港した米巡洋艦ロングビーチ（手前）と米空母レンジ

ャー ． ＝10日午前9時、共同通信ヘリから＝

佐
恨
保
、
核
疑
惑
の
口
号
も
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●
凹
月
|
1
1
、
原
，
~
カ
ミ
サ
イ
ル
巡
汁
艦
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
が
窄
け
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
機
勅
部
豚
の
·
員
と
し
て
竹
川
保
に
人
池
し
た
ヘ
・
汗

ロ

ー

疇

供

軍

叶
年
八
月
横
姐
加
い
以
来
の
日
木
寄
港
、
佐
枇
保
に
は
初
め
て
く
繰
退
す
ま
で
も
な
い
。
核
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
拙
確
実
艦
だ
。
中
i
rlf
l
i
内
：
臣

｀
団
か
れ
た
紘
池

h
選
に
旧
け
た
決
起
集
会
は
人
港
抗
ふ
集
会
と
も
な
っ
た
，
竹
川
保
d
i
，
区
は
外
務
省
に
ー
核
兵
器
の
持
ち
込
み
提
保

報

世

か
絶
対
に
無
い
よ
う
＇
巾
人
れ
た
。
「
反
ト
マ
ホ
ー
ク
＾
ー
川
泄
炒
」
は
同
市
長
に
人
池
拒
内
の
牧
請
文
を
送
り
、
各
地
か
ら
も
ハ
ガ
青
左

＼
窯
罹
か
寄
せ
ら
れ
な
ち
な
み
に
、
人
港
の
ニ
ュ
ー
ス
、
竹
郡

111で
は
つ
い
に
1

度
も
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
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【
佐
世
保
】
米
淀
叩
第
七
艦
踪
第
一
空
母
戦
闘
部
踪
(
C
B
G
)
の
中
核
艦
、
通
堂
型
空
母
レ
ン
ジ
艦
“
°
革
新
団
体
の
危
概
惑
を

5
ら

ャ
ー
（
六

0
、
0
0
0
-
<
;
,
'
W
・
デ
ー
ピ
ス
艦
長
ら
約
五
千
人
乗
り
組
み
）
と
原
子
力
巡
洋
艦
ロ
ン
グ
せ
て
い
る
。

佐
世
保
蔀
上
保
安
部
は
巡
視
船

ピ
ー
チ
（
一
五
、
五
四

0
トン、

M
.
J
・
ウ
ィ
ニ
ガ
ー
艦
長
ら
千
九
十
人
乗
り
組
み
）
が
十
日
午
前
、

艇
十
二
笈
で
梵
戒
に
当
た
っ
た

が
、
デ
モ
船
は
一
笙
だ
け
で
配
乱

フ
リ
ゲ
I
i
ポ
雀
一
隻
を
伴
っ
て
相
次
ぎ
佐
世
保
に
寄
港
。
灰
色
の
巨
体
を
苑
内
に
浮
か
ぺ
た
。

【
1
7
面
に
関
連
記

m】
は
な
か
っ
た
。
‘

レ
号
は
午
前
七
時
前
、
港
口
の
雄
幸
会
長
が
歓
迎
の
言
菜
を
述
参
加
し
て
い
た
だ
け
に
、
二
隻
と
一
―
―
焚
は
四
日
問
郡
考
十
四
日

腐
幻
を
通
過
、
艦
上
で
は
乗
組
ぺ
、
佐
世
保
市
な
ど
が
戟
的
部
踪
も
随
所
で
ペ
ン
キ
が
ほ
げ
赤
サ
ビ
に
は
侶
の
阿
伴
竺
―
―
疫
が
入
芭
す

良
全
口
に
よ
る
切
例
の
．
登
舷
（
げ
司
令
官
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

•
R

・
マ
が
浮
く
な
ど
長
く
厳
し
い
訓
練
を
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ん
）
礼
．
を
行
い
、
同
八
時
四
十
分
、
ク
グ
レ
ー
ル
少
将
ら
に
花
束
を
昭
物
語
っ
て
い
た
。
ま
た
、
レ
号
艦
上

佐
世
保
滞
在

4
日
問

l

華
自
音
楽
唸
の
出
迎
え
演
奏
の
っ
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
同
少
に
は
翼
を
折
り
た
た
ん
だ
数
十
機

中
、
赤
g
岸
壁
に
接
岸
し
た
。
口
号
将
や
デ
ー
ビ
ス
艦
長
は
「
佐
世
保
の
艦
載
機
が
並
び
、
威
容
を
誇
示
．
【
佐
世
保
】
空
母
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

は
午
前
七
時
五
十
分
前
、
向
後
崎
市
民
の
温
か
い
歓
迎
に
感
謝
し
て
接
岸
直
前
ま
で
対
活
ヘ
リ
コ
プ
タ
原
子
力
巡
洋
艦
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
を

を
通
過
。
同
じ
く
．
登
舷
礼
“
を
し
い
る
。
こ
れ
を
機
に
日
米
の
友
好
ー
が
海
面
す
れ
す
れ
ま
で
降
り
て
中
核
と
す
る
米
蔀

m第
一
空
田
代

な
が
ら
同
九
時
前
、
港
奥
部
の
一
閲
係
が
一
層
花
開
く
こ
と
を
期
待
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
、
索
敵
行
動
を
展
闘
部
踪
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

•
R・
マ

号

プ

イ

に

係

留

し

た

。

し

て

い

る

」

と

お

礼

を

述

べ

た

。

開

し

て

い

た

。

ク

グ

レ

ー

ル

司

令

官

は

十

日

午

レ
号
艦
内
で
は
早
速
、
佐
世
保
今
回
の
寄
港
は
レ
号
が
十
七
年
初
寄
港
の
口
号
は
昨
年
八
月
の
後
、
佐
世
保
市
役
所
に
桟
市
荻
を

日
米
協
会
な
ど
関
係
者
約
百
人
が
ぶ
り
、
口
号
は
初
め
て
。
二
月
か

B
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
（
四
五
、
表
敬
訪
問
し
た
際
「
今
回
の
而
在

出
席
し
て
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
今
月
九
日
ま
で
g
国
沖
合
で
行
わ

O
O
Oト
ン
）
、
駆
逐
艦
メ
リ
ル
（
五
、
日
数
は
一
日
延
び
て
四
日
皿
と
な

米
華
軍
佐
世
保
笙
池
の
バ
ー
ク
ハ
れ
た
米
雙
忠
回
涸
習
（
チ
ー
ム
ス
七
七

0
式
）
に
続
く
核
ト
マ
ポ
ー
っ
た
」
と
述
ぺ
、
公
式
に
四
日
岡
郡

ー
ス
ト
司
令
官
や
同
協
会
の
宮
永
ピ
リ
ッ
ト
8

7

)

に
中
核
艦
と
し
て
ク
搭
載
可
能
な
．
核
疑
惑
水
上
在
を
認
め
た
。

屈

器

世

叫

芍

＇

米韓合同
演習参加

＊
 

か
の
よ
う
に
「
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
」
と
「
レ
イ
ン
ジ
ャ

l
l
は
佐
世
保
に
は
い
っ
た
。

二
ノ
レ
ゼ
ン
ス
の

（、

ょ
核
抑
止
」
の
重
要
な
柱
に
、

誇
示
」

1
1

こ
こ
に
核
が
あ
る
ぞ
と
宣
言
す
る
こ
と
1
1

が
あ
る
以
上
、
米
国
が
一
貫
し
て
求
め
て
い
る
の
は
、

核
の
存
在
を
明
か
す
か
否
か
を
、
戦
略
上
の
利
害
か

ら
の
み
判
断
で
き
る
＿
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
」
の
確
保
で

あ
る
e

だ
か
ら
太
平
洋
に
お
け
る
穀
大
の
同
盟
国

（
日
本
）
の
ー
核
持
込
み
に
対
す
る
あ
い
ま
い
な
態

度
」
（
国
務
省
公
電
）
は
、
す
ぐ
に
で
も
切
取
り
た

い
目
の
上
の
タ
ン
コ
プ
だ
C

も
う
い
い
加
減
に
核
持
ち
込
み
を
正
面
き
っ
て
認

め
た
ら
ど
う
だ
と
い
う
圧
力
は
、
今
後
も
強
ま
り
こ

そ
す
れ
、
弱
ま
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府
は
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
す

ぐ
さ
ま
、
は
い
わ
か
り
ま
し
た
と
は
言
え
な
い
。

「
事
前
協
議
」
の
無
い
こ
と
を
た
だ
ひ
と
つ
の
拠
り

所
と
し
た
―
非
核
の
証
明
一
の
仮
面
を
か
な
ぐ
り
す

て
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
出
来
な
く
さ
せ
て
い
る
の

(
 

ー
「
密
約
」

＊ 

＊ 

は
間
違
い
な
く
人
々
の
意
思
，
そ
し
て
、
人
々
の
意

思
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
自
治
体
、
な
か
で
も
佳
船

を
受
入
れ
る
自
治
体
の
姿
勢
と
動
向
で
あ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
知
っ
て
き
た
。

＿
自
治
体
ー
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
一
非
核
の
土
俵
l

は
、
お
そ
ら
く
私
た
ち
の
想
像
す
る
以
上
に
頼
も
し

く
支
配
者
た
ち
の
目
論
み
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
る
◇
そ
し
て
、
そ
の
＿
真
価
l

が
い
よ
い
よ
正
面

か
ら
問
わ
れ
て
い
る
の
が
今
な
の
で
は
な
い
か
。

「
非
核
コ
ー
ド
」
（
核
の
有
無
に
つ
い
て
の
客
観
的

自
主
的
判
断
基
準
）
を
持
っ
た
自
治
体
が
、
そ
れ
を

も
と
に
核
艦
船
を
拒
否
す
る
。
こ
れ
を
実
現
で
き
る

か
ど
う
か
が
状
況
を
こ
じ
あ
け
る
カ
キ
。
そ
し
て
こ

．
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
は
人
々
ー
＇
あ
な
た
で
あ
り
、

わ
た
し
。
「
非
核
」
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
あ
し
も
と
に
確
か
に
、
あ
る
。

と

（
田
巻
一
彦
）

「
非
核
の
士
俵
」



(5〉

＿
五
・

7第
四
回
沖
縄
一
坪
反
戦
ツ
ア
ー
；
＇
’
（

一
五
沖
親
米
軍
用
地
強
制

反
対
す
る
東
京

一
＊•5月1
5日午
後
六
時
半
か
ら
八
時
l
-
]

八
時
か
ら
デ
：
・

ー
＊
会
場
＿
＿
＿
苅
伶
公
園
（
東
京
六
本
＊

I
＊
主
催
沖
縄
一
坪
反
戦
地
主
会
・

「
収
用
委
に
問
い
合
わ
せ
て
、
返
市
辰
で
も
あ
る
。
学
回
は
、
山
形
県
お
ら
ず
、
下
実
上
、
て
旧
以
内
に

r

ボ
を
も
ら
っ
て
か
ら
、
補

m金
を
受
米
沢
駅
か
ら
布
潟
虹
坂
町
駅
へ
抜
け
続
き
を
終
え
ね
方
釘
符
四
月
じ
．
1

け
と
る
か
決
め
た
い
の
で
す
が
」
る
国
鉄
米
坂
転
小
国
駅
か
ら
、
さ
ら

11か
ら
言
阿
油
れ
、
そ
の
後
、
供
北

「
次
回
は
口
叫
日
に
来
ま
す
。
そ
に
中
で
コ
ト
分
の
山
の
中
に
あ
る
。
の

r続
き
を
と
る
と
な
る
と
、

W

Jj

れで一ー
1

回
目
で
す
か
ら
、
た
と
え
貿
囮
冬
の
合
で
も
ま
だ
嘉
あ
る
。
十
四
日
ギ
リ
ギ
リ
に
な
る
。
最
後

此

蘭

具

員

会

は

、

先

月

二

千

九

百

七

令

“

の

り

／

守

で

も

供

託

の

手

続

き

を

と

り

ま

十

言

口

、

仙

窃

術

施

設

り

の

二

人

は

、

上

池

が

あ

る

那

覇

池

方

法

杓

屈

十

四

曰

、

沖

縄

の

米

軍

に

、

那

庸

「

保

然

患

繋

g

a

E

l

『

E―
す

」

。

．

入

篇

っ

た

。

が

や

宅

奏

薗

慧

息

闘

喜

‘

益

の

将

洒
施
設
に
つ
い
て
は
こ
の
巻
年
、
わ
っ
た
」
迄
協
施
設
庁
癸
諦
郁

v
1
璽
屈
‘
-
g
悶
、
か
か
る
。
闘
に
応
じ
た
鈴
木
さ
ん
喪
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ー

一

い

し

い

し

｀

：

請

9
二

[

[

]

]

-

、

I

:

9
防

衛

施

設

屈

裔

欝

金

醤

金

は

、

一

人

祠

五

千

円

が

ぽ

と

ら

那

罰

麿

器

は

、

日

本

行

六

円

、

四

二

五

円

●

五

一

一

円

、

I

i
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，
 
．．．． 

贄

（

贋

防

衛

施

設

凶

印

在

）

」

ん

ど

，

少

な

い

人

で

四

四

余

内

。

少

む

貸

人

を

指

定

し

て

ク

4
れ
る
よ
う
一

0
円
・
・
・
・
・
＇
」
と
並
ぶ
補
償
金
額
を

■

”
"
,
 ........ "
品
の
米
軍
球
地
は
、
戦
乱
在
の
使
温
限
が
五
月
十
四
日
に
切
一
と
名
乗
る
二
人
が
一
誓
霧
ね

nn心
額
で
差
直
接
克
穏
J
芝
て
は
働
き
か
け
て
い
る
が
、
忠
う
よ
う
に
見
て
、
施
設
庁
壁
ば
「
蓋
に
泣

i
―
二
[
•
項
澤
．
一
争
中
に
米
軍
が
接
収
。
元
れ
る
た
め
に
、
旧
弔
ハ
玉
＇
ハ
月
、
綿
続
i
て
叫
れ
た
。
な
ら
な
い
。
醤
上
、
憤
登
萩
は
は
進
ん
で
い
な
い
喜
。
き
た
く
な
」
と
ぽ
や
く
。
だ
が
、

-

・

i

 

―
―
―
i
万
0
卵
代
に
も
贄
与
岩
’
ー
ザ
ー
で
申
叩
羞
が
、
そ
3
塁

塁

翡

i

一

袖

釘

金

を

持

参

し

ま

し

た

の

持

霰

い

が

原

則

だ

か

ら

芍

ニ

ャ

四

口

付

で

、

沖

縄

虹

知

事

大

阪

府

晋

應

住

む

1

図

嘉

F

□羞
＇
王
。
そ
の
後
、
地
代
を
払
い
始
め
心
這
甕
竺
喜
麗
芯
二
）
、
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
り
ま
吐
ん
。
金
を
持
参
し
た
だ
け
で
防
衛
施
設
唇
の
出
納
員
は
、
さ
は
、
受
讐
れ
ず
に
戻
っ
て
来
た
裁
老
女
（
羞
．
「
＋
品
、
二
十
品

•
こ
が
、
反
戦
地
直
契
約
を
担
じ
た
。
と
閻
辺
約
一
孟
紅
蓼
翡
一
坪
地
一
忠
い
ま
し
て
J
す
か
ら
。
裁
決
雹
を
読
ん
で
く
だ
さ
へ
で
も
出
向
か
ね
ば
な
会
い
。
決
白
八
百
整
襄
霞
f
r
煎
掲
に
は
私
は
生
き
て
い
な
い
」
と
泣
い

~
函
決
門
は
読
み
ま
し
た
が
、
内
い
j
一
坪
坦
主
の
一
人
、
鈴
木
弼
芙
さ
示
板
と
梨
広
報
に
公
示
し
た
。
こ
の
て
訴
え
た
。

』
~
本
・
衷
認
訊
紺
条
約
に
拍
つ
き
、
国
喜
一
気
に
約
二
千
人
冗
な
っ
た

C

今
回
＂

~
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
本
土
で
は
押
簡
答
は
四
十
五
分
ぽ
と
続
い
ん
（
八
七
）
は
、
山
形
県
小
国
町
の
瑶
督
分
に
つ
い
て
防
衛
施
設
庁
が
持
参
払
収
田
手
続
き
が
紹
わ
る
と
、
沖
縄

―
―
―
―
i
が
接
収
し
、
益
に
提
供
。
こ
れ
ま
で
、
お
罹
盟
特
別
措
閾
法
足
っ
て
接
”

i
冗
藝
J
と
に
公
用
地
暫
定
使
用
法
眸
戸
採
取
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
が
、
ふ
く
れ
あ
”

2
、

B

□沃
（
閏
靡
）
、
暫
定
法
延
長
(

5

2

が
っ
た
一
坪
地
書
嘉
芦
飴
詞
一
一
度
も
翡
塁
の
公
開
腐
が
な
た
。
一
一
人
は
て
い
ね
い
な
口
調
だ
教
狐
立
学
園
高
の
校
長
。
打
墨
一
い
で
き
る
の
は
、
一
平
日
後
の
四
月
の
米
器
習
唇
澁
絨
以
来
五

)
•
3Q

□
ヰ
）
、
記
靡
用
池
特
別
措
魔
法
（
白
き
露
じ
魯
で
、
防
微
施
設
屡
迫
い
一
か
っ
た
。
爵
し
た
い
の
で
す
が
」
が
、
た
ば
こ
を
ひ
っ
き
り
な
し
に
吸
門
下
の
キ
リ
ス
ト
贋
で
、
戦
争
、
古
百
以
降
。
蒻
施
設
庁
笹
揺
士
一
年
間
、
霞
さ
れ
る
こ
と
に
な

?
.
、
.. 

i

年

）

で

使

刀

を

続

け

た

。

込

ん

で

い

る

。

i

「

私

ど

も

ば

、

答

え

る

立

船

に

あ

い

、

手

が

喪

え

て

い

た

。

武

力

を

否

定

す

る

日

本

友

和

会

の

四

目

の

訪

問

ま

で

の

用

紙

し

か

作

っ

て

る

。

沖
狐
米
車
桔
地
の
「
一
坪
地
主
」
た
ぢ
と
、
防
如

施
設
庁
の
間
で
、
い
ま
涼
し
い
＂
攻
防
が
展
閲
さ

れ
て
い
る
。
防
衝
施
設
庁
側
は
約
二
百
五
十
人
の
職

口
を
動
員
し
て
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
散
ら
ば
る

地
主
約
二
千
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
担
失
補
償
金
を
持
参

し
て
回
っ
て
い
る
。
現
在
の
使
用
期
限
が
切
れ
る
五

月
十
四
い
ま
で
に
払
い
終
わ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
土

地
は
使
え
芍
こ
な
る
か
ら
だ
。
地
主
ら
は
あ
の
手
こ

の
手
で
受
け
取
り
を
拒
み
、
時
間
切
れ
に
持
ち
込
む

構

え

だ

。

（

川

勝

千

可

子

記

者

）

全国に住む2000人に

（
 

ii-

今
、
全
国
を
那
覇
防
衛
施
設
局
員
と
名
乗
る
男
共

か
、
大
体
二
人
ペ
ア
で
琲
徊
し
て
い
る
。
沖
縄
米
軍

一
用
地
の
強
制
使
用
の
最
終
手
続
き
と
し
テ
ヽ
、
十
年
閻

分
の
損
失
補
潰
金
を
手
渡
し
に
来
る
の
で
あ
る
。
去

る
二
月
二
四
日
、
沖
縄
県
収
用
委
員
会
が
出
し
た
十

年
間
強
制
使
用
の
裁
決
書
を
受
取
っ
た
地
主
か
ら
し

ら
み
潰
し
に
回
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
裁
決
書
の
通

知
を
受
取
っ
た
人
に
聞
く
と
、
最
初
は
、
海
邦
国
体

の
案
内
状
か
何
か
が
届
い
た
と
思
っ
た
そ
う
だ
。
沖

唱
県
は
今
、
海
『
和
国
体
の
成
功
の
為
に
の
み
行
政
を

し
て
い
る
ら
し
い
～
＂
県
の
封
筒
の
半
分
以
上
の
ス
ペ

'
ー
ス
は
海
邦
国
体
の
マ
ー
ク
と
標
語
で
埋
め
ら
れ
て

い
る
。
開
け
て
ビ
ッ
ク
リ
玉
手
箱
。
数
十
ペ
ー
ジ
の

ぶ
厚
い
裁
決
書
が
出
て
来
て
ほ
と
ん
ど
の
人
が
だ
ま

6
.
2
1
カ
デ
ナ
基
地
包
囲
人
間
の
鎖
ー

6

•
2
3
沖
縄
国
際
反
戦
集
会
へ
）

＊
日
程

6
月

21
日
か
ら
2
3
日
ま
で

＊

参

加

費

約

5
万
円

沖
縄
一

‘̀ 

大
田
武
―
―

さ
れ
た
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
数
日
後
に
ド
ア
が
ノ

ッ
ク
さ
れ
、
開
け
て
み
る
と
二
人
の
男
共
が
立
っ
て

い
て
、
一
損
失
補
償
金
を
持
っ
て
き
た
の
て
受
取
っ

て
下
さ
い
一
と
や
さ
し
く
語
り
か
け
て
き
た
C

沖
縄

県
収
用
委
員
会
か
ら
防
衛
施
設
局
へ
の
連
携
プ
レ
ー

の
素
早
さ
は
見
事
と
い
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
°
し
か
し
、

彼
等
が
用
意
周
到
、
準
備
万
端
整
え
て
あ
っ
た
の
は
、

彼
等
に
余
裕
が
な
い
こ
と
の
表
わ
れ
で
し
か
な
い
。

何
せ
、
五
月
十
四
日
ま
で
に
一
人
残
ら
ま
補
憤
金
の

支
払
い
手
続
き
を
終
わ
ら
せ
な
い
と
、
せ
っ
か
く
泉

収
用
委
員
会
が
無
理
矢
理
出
し
た
裁
決
が
無
効
に
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
。
彼
等
が
焦
る
の
は
無
理
も
な
い
。

一
坪
反
戦
池
主
は
全
国
に
約
二
千
人
も
い
る
。
＂
し
か

し
、
正
確
に
言
え
ば
、
日
本
だ
け
て
な
く
、
韓
国
や

デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
に
も
い
る
。
そ
れ
ら
の
人

々
に
対
し
て
、
防
衛
施
設
局
は
国
際
電
話
を
何
度
も

か
け
、
一
代
理
人
を
指
定
し
て
く
れ
一
と
か
「
補
償

金
を
受
取
っ
て
く
れ
一
と
懇
請
し
一
卜
き
た
。
そ
の
中

の
韓
国
に
住
ん
で
い
る
女
性
に
は
委
任
状
の
書
状
を

送
っ
て
き
て
代
理
人
を
指
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
女
性
が
依
頼
し
た
沖
縄
在

住
の
牧
師
は
正
し
く
も
断
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
｝

途
方
に
く
れ
た
施
設
局
職
員
の
顔
が
浮
か
ん
て
き
て

ニ
ン
マ
リ
（
）
結
局
、
彼
女
の
代
理
人
に
は
、
一
一
叶
芯

主
に
な
る
の
が
ち
ょ
っ
と
遅
れ
た
た
め
に
、
当
該
の

地
主
に
な
れ
な
か
っ
た
人
が
立
候
補
し
た
（
）
そ
し
て
、

そ
の
委
任
状
を
送
る
や
否
や
文
字
通
り
か
け
つ
け
る

よ
う
に
、
施
設
局
の
職
員
が
例
の
や
さ
し
い
顔
一
し
I

ア
の
前
に
立
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
一
坪
地
主
こ

施
設
局
員
と
の
攻
防
戦
は
、
書
出
せ
ば
キ
ゾ
か
な
、
＊

程
個
性
的
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
も
の
は
か
り
｛
》
こ
弓
ら

で
、
日
時
、
場
所
を
指
定
し
て
、
や
っ
て
き
た
一
一
人

を
迎
え
た
の
は
、
当
該
地
主
と
関
東
プ
ロ
ッ
ク
事
務

局
員
二
人
の
応
援
団
。
食
卓
を
囲
み
、
食
事
を
’
’
y
U

6

が
ら
の
ん
び
り
と
話
を
聞
く
。
事
務
局
員
が
口
を
ぷ

さ
ん
で
も
、
彼
等
は
か
た
く
な
に
顔
を
そ
む
て
誌
ご
ッ

た
そ
う
だ
（
）
結
局
、
そ
の
場
は
諦
め
て
二
人
は
メ
モ

を
置
い
て
帰
っ
て
い
っ
た
（
》
一
受
取
る
意
志
が
＿
＾
吃

な
の
で
供
託
手
続
き
を
と
る
一
と
。
こ
の
場
合
、
直

ち
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
C

受
取
る
意
志
が
あ
る

の
で
補
償
金
を
持
っ
て
き
て
く
れ
、
と
（
〗
正
々
堂
々

と
嘘
を
つ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
心
意
気
は
解
放
感
こ

溢
れ
て
い
る
。
嘘
を
つ
く
の
は
泥
棒
の
は
じ
ま
り
た

（
．
竺
ヽ
ー
ジ
＼
．
一

? -
沖問
縄合
反わ
東戦せ
京地・

さ 都主連

三
〇 北会絡

喜

（
沖
縄
一
坪
反
戦
地
王
今
関
東
ブ
ロ
ー
，
ク
事
務
苛

坪
反
戦
地
主
の
斗
い



(7) (6) 

核
も
安
保
も
い
ら
な
い
！

今
年
も
米
海
軍
依
佐
美
基
地
を
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
、
“
依
佐
芙
基
地
を
包
囲
す
る
運
動
陣
形
を

ど
う
つ
く
り
だ
す
か
？
”
“
地
元
の
良
民
・
住
民
と

い
か
に
結
び
あ
え
る
か
？
”
等
の
具
体
的
テ
ー
マ
と

目
標
を
設
定
し
て
活
動
を
す
す
め
て
い
る
C

「
入
七
年
の
反
殿
・
反
核
を
語
ろ
う
！
ニ
・
ニ

一
集
会
」
は
、
そ
う
し
た
活
動
を
す
す
め
る
に
あ
た

っ
て
、
反
基
地
運
動
の
具
体
的
経
験
を
学
ぽ
う
、
と

い
う
問
題
意
識
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
意
味
で

は
、
横
須
賀
の
新
倉
さ
ん
の
集
会
で
の
話
ー
横
須
賀

で
の
反
戦
・
反
核
運
動
の
経
験
ー
は
、
貴
重
な
も
の

で
あ
っ
た
e

あ
い
ち
反
戦
の
会
は
、

各
應
か
ら
一
青
品

今
、
あ
い
ち
反
戦
の
会
は
、
「
な
く
せ
！
お
い
だ

せ
！
依
佐
美
基
地
五
・
三
一
集
会
」
を
海
の
軍

備
撤
廃
の
た
め
の
国
際
同
時
行
動
の
一
環
と
し
て
準

備
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
集
会
に
向
け
て
、
冒

頭
に
述
べ
た
テ
ー
マ
ヘ
の
回
答
を
少
し
で
も
出
し
て

い
く
た
め
に
、
基
地
周
辺
一
キ
ロ
以
内
全
戸
ピ
ラ
入

れ
、
地
域
の
諸
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
呼
び
か
け
等
を
計
画

し
て
い
る
。
こ
の
集
会
に
は
、
京
都
の
ト
マ
連
の
仲

間
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

上
瀬
谷
の
ウ
ド
の
会
、
横
須
賀
の
市
民
グ
ル
ー
プ

の
と
り
く
み
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
五
・
三
一
行
動

を
成
功
さ
せ
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

愛
知

奇
し
く
も
、
集
会
前
日
に
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
に

参
加
し
帰
投
中
の

F
4
S
フ
ァ
ン
ト
ム
（
岩
国
甚
地

所
属
）
が
広
島
県
の
中
国
山
地
に
ス
パ
ロ
ー
ミ
サ
イ

ル
を
落
と
す
と
い
う
享
故
を
起
し
た
。
こ
の
事
件
は

「
日
韓
新
時
代
を
繋
つ
！
」
広
島
実
行
委
員
会

事

務

局

林

修

二

だ
っ
た
u

と
小
さ
い
頃
か
ら
教
え
ら
れ
て
き
た
抑
圧
感
か
ら
の

解
放
だ
と
し
た
ら
、
人
間
は
本
来
的
に
嘘
つ
き
な
の

か
と
思
う
。
も
っ
と
も
人
間
に
対
し
て
の
嘘
と
国
家

権
力
と
か
安
保
と
か
に
対
し
て
の
嘘
と
は
違
う
だ
ろ

う
。
一
や
っ
と
今
に
な
っ
て
一
坪
地
主
に
な
っ
た
実

感
が
湧
い
て
き
た
」
防
衛
施
設
局
員
と
対
し
た
後

の
感
想
で
あ
る
。
多
く
の
一
坪
地
主
が
喜
び
や
誇
り

を
も
っ
て
施
設
局
員
の
背
後
に
い
る
国
家
や
安
保
と

対
決
し
て
い
る
。
自
ら
の
生
活
の
場
に
迎
え
撃
っ
て

敵
を
翻
弄
し
て
や
る
と
い
う
余
裕
を
も
っ
て
。
ま
る

て
ゲ
リ
ラ
の
よ
う
に
。
一
坪
反
戦
地
主
は
自
ら
非
国

民
宜
言
を
国
家
に
対
し
て
す
る
者
達
で
あ
る
、
と
は

呼
び
か
け
人
の
言
葉
だ
っ
た
。
し
か
し
、
斗
い
が
最

終
局
面
を
迎
え
て
み
る
と
、
ど
う
も
一
坪
反
戦
地
主

と
は
も
っ
と
す
ご
い
存
在
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
始
め

た
。
そ
れ
を
表
現
す
る
と
す
れ
ば
ゲ
リ
ラ
の
頭
に
反

戦
と
か
反
基
地
と
か
反
安
保
を
被
せ
る
の
が
い
い
。

沖
縄
に
米
軍
基
地
が
あ
る
限
り
、
私
達
の
斗
い
は
止

ま
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
私
達
の
存
在
そ
の
も
の
が

米
軍
基
地
の
長
期
安
定
使
用
と
い
う
安
保
の
要
請
を

脅
か
し
続
け
て
い
る
し
、
そ
の
脅
威
は
、
今
後
、
一

坪
地
主
運
動
の
無
限
の
拡
が
り
の
中
で
益
々
増
大
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

今
回
の
十
年
間
強
制
使
用
は
、
そ
の
意
味
で
は
単

な
る
第
一
＿
フ
ウ
ン
ド
と
も
言
え
る
。
私
達
に
と
っ
て

も
初
め
て
の
斗
い
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
終
了
間
際
に
、

争
と
高
揚
す
る
韓
国
民
衆
の
闘
い
に
ど
う
連
帯
し
て
（

い
く
の
か
を
問
い
な
お
し
、
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

日
鑓
連
帯
運
勤
の
現
実
を
直
視
し
な
が
ら
、
身
近
に

存
在
す
る
基
地
の
問
題
と
粗
み
合
わ
せ
て
考
え
、
さ

ら
に
ヒ
ロ
シ
マ
を
問
い
直
し
て
い
こ
う
と
し
た
媒
会

、1

四
月
四
日
、
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
入
七
の
む
こ
う

を
は
っ
て
、
「
ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
八
七
」
、
の
集
会

を
開
い
た
e

花
見
と
重
な
っ
た
り
し
て
、
参
加
者
は

三
十
名
ち
ょ
っ
と
だ
っ
た
が
、
岩
国
、
呉
で
反
基
地

の
闘
い
を
つ
づ
け
て
い
る
岩
国
市
職
労
平
和
問
題
研

究
会
の
田
村
さ
ん
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！

呉
市
民
の
会
の
湯
浅
さ
ん
か
ら
、
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ

ト
と
岩
国
基
地
、
呉
の
米
軍
弾
薬
庫
の
動
き
な
ど
の

報
告
を
う
け
た
C

そ
の
後
、
在
日
韓
国
青
年
同
盟
広

島
県
本
部
の
朴
さ
ん
か
ら
韓
国
に
お
け
る
民
主
化
闘

争
に
つ
い
て
の
報
告
。
主
催
は
全
斗
煤
来
日
、
天
皇

と
の
会
見
に
反
対
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
で
き
た

「
日
韓
新
時
代
を
繋
つ
ー
．
」
広
島
実
行
委
員
会
。

朴
縫
哲
君
の
拷
問
死
へ
の
抗
議
行
動
、
民
主
改
憲
闘

チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
日
本
を
ぬ
き
に
し
て
は
成
り

立
た
な
い
演
習
で
あ
り
、
日
本
が
米
核
暇
略
体
制
に

組
み
こ
ま
れ
て
い
る
現
実
を
再
認
識
さ
せ
た
。
こ
の

集
会
を
―
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
韓
国
ー
岩
国
ー

呉
ー
広
島
と
い
う
問
題
の
視
点
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

運
動
を
拡
げ
て
い
く
よ
う
頑
張
り
た
い
。

各
應
か
ら一

（
忠
，
・
ジ
か
う
）

（
 

（
 

敵
の
弱
点
が
は
っ
き
り
見
え
た
の
で
あ
る
°
こ
の
終

了
間
際
、
敵
が
焦
っ
て
出
て
く
る
所
へ
、
そ
の
弱
点

を
狙
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
を
撃
ち
こ
め
ば
第
一
ラ
ウ
ン

ド
で
勝
つ
可
能
性
も
あ
る
と
断
言
で
き
る
。

か
っ
て
、
「
法
的
空
白
の
四
日
間
」
と
い
う
無
法

状
態
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
七
七
年

の
五
月
十
四
日
、
沖
縄
公
用
地
法
の
期
限
切
れ
が
四

日
間
成
立
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
十
年

後
の
今
日
、
国
会
に
お
け
る
斗
い
で
は
な
く
、
私
達

．
 

疇

一
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ー ..鳥m"輝輝→糾螂’鵬霞I999叫鴫嶋叩鼻鵬慶鰤
上海谷→涌袂嘴t°ー庄•うォーむグ(9.29~31)
の今う辺‘う <.t邊谷胆地（さいシないうド戌〉一

1月13日に着陸に失敗して右翼を折り、火

災を起こしたC141スター・リフター。い

まだに滑走路の端に放置されている。 （岩国）

韓
国
汽
棗
ぷ
由
⑧
こ
隙
＂
偽
＂
‘
)
：
・

広
島

一
人
一
人
の
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
斗
い
如
何
に
よ

っ
て
そ
れ
が
可
能
な
の
だ
。

明
日
（
四
月
十
四
日
）
か
ら
は
、
県
収
用
委
員
会

の
裁
決
書
を
受
取
ら
な
か
っ
た
一
坪
地
主
の
所
へ
施

設
局
員
が
や
っ
て
く
る
。
向
こ
う
一
ヵ
月
の
攻
防
戦

の
始
ま
り
だ
。
や
さ
し
い
顔
を
し
た
安
保
の
実
態
を

暴
き
出
し
、
安
保
に
風
穴
を
あ
け
て
や
ろ
う
。
明
日
、

我
が
家
に
も
安
保
が
や
っ
て
く
る
。
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新
展
開
す
る
軍
艦
の
核
事
故
問
題

ー
う
ひ
と
つ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

ー
ヨ
：
し
＇
：

E
；

,
I―
.,.l

軍
笹
の
核
事
故
に
あ
ら
た
な
照
明
が
当
て
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
直
接
的
な
き
っ
か
け
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
核
艦
船
寄
港

反
対
運
動
が
参
考
に
す
る
べ
き
こ
と
が
ら
が
沢
山
ふ

く
ま
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
六
百
隻
海
軍
を

め
ざ
す
大
増
強
計
画
の
中
で
、
海
軍
は
水
上
艦
の
母

港
を
分
散
さ
せ
る
『
戦
略
的
母
港
化
計
画
』
を
採
用

し
た
（
一
九
八
二
年
十
月
）
。
こ
れ
は
、
デ
タ
ン
ト

時
代
に
母
港
を
集
中
さ
せ
た
マ
0

年

代

の

方

針

を

百

八

十
度
転
換
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
戦
略
的
母
港
化

計
画
』
は
当
然
、
ト
マ
ホ
ー
ク
船
、
と
り
わ
け
復
役

戦
括
の
母
港
を
ど
こ
に
定
め
る
か
と
い
う
ホ
ッ
ト
な

問
題
に
直
面
し
た
。
中
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

ス
タ
ー
テ
ン
島
へ
の
戦
船
ア
イ
オ
ワ
水
上
打
撃
団
の

母
港
化
計
画
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
ハ
ン
タ
ー

ズ
・
ポ
イ
ン
ト
ヘ
の
戦
括
ミ
ズ
ー
リ
水
上
打
撃
団
の

母
港
化
計
画
は
、
人
口
密
集
都
市
近
部
で
核
事
故
が

発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
当
然
の
疑
問
を

提

出

し

た

。

海

軍

の

核

事

故

に

つ

い

て

は

、

一

九

八

三

年

の

D
.
E
・
カ
プ
ラ
ン
の
研
究
以
来
、
本
誌
ュ
N

号
（
八
六
年
十
月
）
に
紹
介
し
た

P
・
ヘ
イ
ズ
ら
ノ

ャ
渦
外
蒲
自
心
ヽ

、,̀

.

.

.

 ,
・
;
’
,
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咋
年
八
月
に
発
足
し
た
こ
」
、
ー
ス
パ

ス
長
崎
ー
は
こ
の
三
月
，
渓
関
誌
（
季

竺
を
創
刊
し
た
。
そ
の
名
も
ず
ば
り

i
季
刊
ピ
ー
ス
パ
ス
―
゜
創
刊
号
か
ら

＿
発
刊
に
よ
せ
て
l

を
そ
の
ま
ま
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
被
曝
地
長
崎
て
新

し
し
運
勤
を
蛉
め
た
人
々
乞
槃
ハ
想
い

が
『
こ
と
ノ
て
く
る
。
一
ピ
，
ス
パ
ス
―

1
竺
月
末
、
市
長
選
立
侯
哺
予
定
者
匹

人
に
対
し
て
公
閉
質
問
状
を
送
り
反
響

を
呼
ん
だ
，
，
質
閑
項
目
は
？
ご
非
核
都

市
宣
言
乙
荏
釈
の
意
志

2
長
埼
の
兵

器
生
産
に
つ
い
て
の
見
解
⑤
情
報
公

閂
制
度
制
定
へ
の
姿
勢
，
，
保
守
系
の
一

入
を
除
い
て
三
人
か
ら
回
答
を
得
な

機
関
誌
発
行
の
目
的

水
仙
や
悔
に
沈
j
i
l
花
、
香
紐
の
確
か

さ
が
右
む
息
吹
を
慇
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す。
さ
て
こ
の
た
び
「
ビ
ー
ス
パ
ス
長
崎
」

は
院
閉
よ
を
「
千
刊
」
で
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

H
的
と
し
て
は
、
会
員
の
日
由
な
意

見
k
a
J
l
り
場
を
つ
く
る
こ
と
、
月
々
の

定
例
会
に
参
加
で
き
な
い
会
員
の
た
め

に
定
例
全
の
内
容
を
叶
し
く
報
告
す
る

こ
と
、
そ
[
t
,
J
ス
が
．
p
ヌ
J
の
考
え
方
を

そ
の
問
々
に
町
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
、

（
一
季
刊
ピ
ー
ス
パ
ス
一
定
期
購
院
科
A

‘

‘様
々
な
佑
報
の
相
供
｀
そ
し
て
こ
れ
ら

ぃi9
去
伝
込
み
で
年
間
一
(

)

(

)

0

円
｀
，
申

込
み
は
長
埼
市
三
原
町
九
C
九
9
二
の
こ
と
を
通
し
て
会
U
相
互
の
親
肝
と

同

事

務

局

ま

で

）

会

の

一

府

の

充

実

発

展

を

は

か

る

こ

と

I~•: 

等
々
を
考
え
て
い
ま
す
。

趣
旨
を
御
評
鮒
の
う
え
会
員
の
砦
さ

ん
が
秘
極
的
に
誌
面
を
利
用
さ
れ
る
こ

＾
＇
「
長
的
の
平
和
」
を
問
い
直
す
、

と
い
う
時
、
私
達
は
謀
穎
の
直
さ
を
痛

枯
せ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
・
し
か
し
「

ピ
ー
ス
バ
ス
」
は
ま
だ
走
り
始
め
た
ば

か
り
、
こ
れ
か
ら
で
す
。

私
逹
は
希
？
と
し
て
は
｀
自
分
の
生

き
方
と
し
て
あ
る
い
は
在
活
の
流
儀
と

し
て
平
和
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
と
平
和
の
問
題
は
、

大
き
な
話
や
き
れ
い
な
話
で
は
な
く
て

厳
し
い
現
実
の
話
に
な
り
ま
す
。
こ
の

現
北
あ
る
い
は
ホ
ン
ネ
の
と
こ
ろ
こ
そ

私
達
の
出
発
点
で
す
。
そ
し
て
大
胆
に

「
平
和
毬
市
長
崎
」
か
「
兵
器
生
産
都

市
長
崎
J
か
の
選
択
を
捉
起
し
迫
ま
る

こ
と
、
そ
れ
が
私
達
の
諜
題
だ
と
思
い

ま
す
。

d
9
a
 

ー

チ

ラ

ス

・

グ

ル

ー

プ

の

研

究

な

ど

数

件

の

研

究

が

あ

る

が

、

上

記

の

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

と

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

の

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

母

港

化

に

関

連

し

て

詳

細

な

云
砺
所
特
定
分
析
」
が
登
場
し
た
。
ニ
ュ
i
ヨ
ー
ク

に
関
し
て
は
、

M

・
カ
ク
博
士
の
研
究
（
•
-
九
八
五

年

、

非

核

県

民

連

絡

会

議

の

「

非

核

自

治

体

ニ

ュ

ー

ス
」
第
四
号
に
抄
訳
あ
り
）
、

S
．

A
・
サ
ハ
イ
ダ

チ
―
―
イ
の
論
説
（
一
九
八
五
年
、
「
世
界
政
治
」

N
o

七
三
二
？
七
三
四
に
訳
あ
り
）
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

特

に

注

目

す

る

べ

き

は

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

に

関

す

る

W
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
博
士
の
定
量
的
な

場

所

特

定

分

析

（

一

九

八

六

年

）

が

登

場

し

た

こ

と

で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
f
l
現
在
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド

国

会

で

審

議

中

の

非

核

法

案

に

関

し

て

、

政

府

が

国

民

か

ら

意

見

を

聰

取

す

る

過

程

で

、

海

軍

の

核

事

故

に

対

す

る

問

題

提

起

が

な

さ

れ

た

。

「

核

兵

器

反

対

科

学

者

連

合

(
S
A
N
A
)
」
の

P
・
ウ
ィ
ル
ス

が
、
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公
開
法
で
資
料
を
得
な
が
ら
、

核

兵

器

事

故

お

よ

び

原

子

力

推

進

節

の

安

全

性

に

つ

い
て
詳
し
い
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
（
一
九
八
六

年
）
。

c
 

機

関

誌

必
に
見
ゎ

“
:
,
1

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ー
ス
バ

t
2
.
.
[

零
｀
発
行

に
「
ピ
ー
ス
パ
ス
」
の
原
型

舟

越

耽

よ
ス
」
§せ

~
l

:

r
紅

9ぬq
｛ヽ c
 

米
軍
艦
の
入
港
問
題

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の

ト
マ
ホ
ー
ク

,

1

,

'

1

,

9

 

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
ヂ e芯

今
、
棟
爆
地
各
蛤
の
平
か
ム
t
‘
?

去
年
の
一
月
、
第
一
回
ピ
ー
ス
バ
ス

は
一
枚
の
ビ
ラ
も
な
く
た
だ
ロ
コ
ミ
だ

け
で
バ
ス
ニ
台
誅
員
に
な
り
ま
し
た
。

男
た
ち
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
も

女
た
ち
も
い
っ
し
ょ
で
し
た
。
こ
の
型

こ
そ
「
ビ
ー
ス
バ
ス
」
の
加
か
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
二
月
一
日
、
突
然
米
の
ホ
艦
が

長
崎
に
入
港
し
て
き
ま
し
た
。
ポ
務
局

で
は
緊
急
に
集
ま
っ
て
ど
う
取
糾
む
か

を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
核
保

有
国
の
艦
船
だ
か
ら
と
か
、
米
の
年
艦

だ
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
日
本

を
含
め
て
と
こ
の
困
の
軍
艦
で
あ
れ
被

爆
地
長
的
の
沿
に
は
似
合
わ
な
い
の
だ

と
い
う
こ
と
で
怠
見
が
ま
と
ま
り
、
入

渋
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

将
来
栢
常
的
に
米
軍
艦
の
修
刑
占
給
i

を
三
菱
の
技
術
で
行
う
こ
と
、
そ
れ
が

可
能
か
ど
う
か
長
的
巾
民
の
反
応
を
搾

る
こ
と
、
そ
の
へ
ん
に
こ
の
問
題
の
本

質
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
被
爆

都
市
長
崎
も
聖
域
で
は
な
く
な
っ
て
き

た
こ
と
に
驚
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
長

崎
市
民
は
も
う
―
つ
の
選
訳
を
迫
ま
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
開
＂
問
の
こ
と

巾
k
辺
芥
立
代
補

r定
名
門
人
に
↑

和
問
辿
に
閃
す
る
公
開
竹
門
を
打
い
ま

し
た
。
J
I
枯
都
巾
宣
言
、
斤
へ
器
4
｛凡、

析
柑
公
削
制
度
r
f
の
問
頷
に
つ
い
て
立

柑
補
予
定
名
の
見
射
を
し
っ
か
り
ー
j
而

か
め
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
私
心
の
見

鮒
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
こ
れ
か
ら
先

い
つ
も
公
に
か
け
て
も
ら
う
こ
と
、
そ

の
へ
ん
に
狙
い
が
あ
い
ま
し
た
。

社
い
て
巾
全
ふ
U
I
J
l
t
k
袖

r比
名

五
七
人
に
も
公
開
只
問
を
出
し
ま
し
た
。

が7
せ
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
•
r
l
n
l
芥

r
ど

う
ぞ
御
期
i
y
く
だ
さ
い
。

「
ビ
ー
ス
バ
ス
」

0
目
畢

私
達
の
平
和
運
紬
の
日
仔
は
、
被
煤

地
拭
崎
か
戦
争
と
は
一
切
胃
係
の
な
い

真
の
平
和
瓢
市
に
な
る
こ
と
で
オ
6

そ

の
最
高
の
拠
り
所
と
し
て
窯
注
田
九
本

が
あ
る
こ
と
は
f
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
H
＊
人
が
｀
四

0
年
舶
に
い
っ
た
ん

ば
養
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
紺
る
だ
け
の

こ
と
で
す
．

天
気
の
良
い
U
に
、
弁
当
を
も
f
て
、

子
ど
も
づ
れ
家
緞
づ
れ
で
、
禎
煤
地
K

崎
の
兵
塁
工
場
を
見
て
ま
わ
り
、
ど
う

し
た
ら
い
い
が
本
気
に
な
っ
て
考
え
葦

d
`
 

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
で
す
．

三

こ

t

,

≫
増

加

す

る

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

へ
の
ア
メ
リ
カ
の
軍
鑑
の
寄
港
と
一
―
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド

政

府

の

核

艦

船

拒

否

政

策

の

影

響

を

受

け

て

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

で

は

、

ニ

・

三

年

の

間

に

軍

箔

寄

港

反

対

運

動

が

急

成

長

し

て

い

る

。

そ

の

中

で

、

寄

港

反

対

の

論

理

と

し

て

核

事

故

問

題

が

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ
し
た
。
国
会
で
の
論
戦
も
活
発
で
あ
る
。

R
・
ポ

ル

ト

（

ヴ

ィ

ク

ト

リ

ア

P
N
D
)
の

上

院

へ

の

申

立

て
(
-
九
八
六
年
）
、
先
に
延
べ
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

デ

イ

ビ

ス

に

よ

る

シ

ド

ニ

ー

と

フ

リ

ー

マ

ン

ト

ル

（
パ
ー
ス
近
接
の
港
）
へ
の
定
量
的
場
所
特
定
分
析

の
研
究
（
一
九
八
六
年
）
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
t
)

カ

ナ

ダ

ナ

ヌ

ー

ス

湾

に

あ

る

カ

ナ

ダ

海

洋

実

験

試
験
海
域
（

C
F
M
E
T
R
)
の
米
軍
使
用
契
約
の

更

新

（

一

九

八

六

年

）

を

め

ぐ

る

論

戦

と

軍

墜

寄

港

反

対

運

動

の

成

長

の

中

で

港

に

お

け

る

核

事

故

が

ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

P
・
ウ
ィ
リ
ス
に
よ
る
レ

ビ
ュ
ー
(
-
九
八
六
年
）
、

P
・
プ
ラ
ウ
ン
と

B
.

ロ

ビ

ン

ソ

ン

に

よ

る

小

冊

子

(

-

九

八

六

年

）

な

ど

が
出
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

湾

に

お

け

る

核

事

故

に

つ

い

て

の

定

量

的

場

所

特

定

分
析
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し
く
紹
介
し
よ
う
。

ジ

ャ

ク

ソ

ン

こ

丁

イ

ビ

ス

は

核

廃

棄

物

の

海

洋

投

― 一長
埼
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核
兵
器
の
火
災

し
ば
し
ば
、
メ
ガ
ト
ン
級
の
水
爆
が
爆
発
し
た
ら
、

と
い
っ
た
シ
ナ
リ
オ
が
語
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
想
定

さ
れ
て
い
る
事
故
は
極
め
て
平
凡
な
も
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
結
果
は
大
へ
ん
恐
ろ
し
い
C

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
予
定
さ
れ
て
い
る
海
軍

施
設
に
停
泊
中
の
戦
墜
ミ
ズ
ー
リ
に
火
災
が
発
生
し
、

搭
載
さ
れ
て
い
る
ト
マ
ホ
ー
ク
の
核
弾
頭
二
基
が
灰

に
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
約
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ル

ト
ー
ー
ウ
ム
ニ
三
九
（
六
二
三
キ
ュ
ー
リ
ー
）
が
酸
化

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
微
粒
子
の
煙
と
な
っ
て
七
時
間
空

中
に
放
出
さ
れ
る
と
す
る
。
放
射
能
の
煙
は
雲
状
の

る
と
こ
ろ
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
運
搬
す
る
。
外
部
表

面
へ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
付
着
量
は
、
国
の
基
準
の

十
万
倍
に
達
す
る
。
現
行
の
合
州
国
の
法
律
に
よ
れ

ば
、
こ
の
汚
染
量
で
は
、
市
を
強
制
疎
開
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
放
射
能
除
去
が
完
了

す
る
ま
で
市
の
経
済
は
機
能
停
止
と
な
る
だ
ろ
う
。

略
I

―
つ
の
核
弾
頭
に
ふ
く
ま
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
放
出
さ
れ
た
だ
け
で
も
国
の

制
限
値
の
千
倍
の
汚
染
を
も
た
ら
し
、
犠
牲
者
を
生

み
強
制
疎
開
と
放
射
能
除
去
を
必
要
と
す
る
』

原
子
炉
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

原
子
力
推
進
艦
の
原
子
炉
事
故
に
つ
い
て
も
、
ジ

ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
は
極
め
て
控
え
目
な
仮
説
の

下
に
、
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
確
立
し
て
い
る

方
法
を
用
い
て
被
害
の
量
的
計
算
を
行
な
っ
た
。
原

子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
熱
出
力
二
百
三
十

メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
原
子
炉
八
基
を
積
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
百
メ
ガ
ワ
ッ
ト
（
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
の
約
三
十

分
の
一
）
の
炉
心
溶
融
を
仮
定
し
、
炉
心
の
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
る
割
合
い
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
湯
合
よ
り
も
小
さ
く
仮
定
し
た
。
事
故
の
結
果
の

ェ
ッ
セ
ン
ス
部
分
を
要
約
す
る
と

『
事
故
現
場
の
風
下
に
お
け
る
個
々
の
放
射
性
原

子
核
の
大
気
中
濃
度
は
、
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会

b
 a

 

サ
ン
71
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の

原
子
力
艦

,
 

し`

jl
1

棄
に
反
対
す
る
太
平
洋
民
衆
と
一
体
と
な
っ
て
活
躍

、
＼
一
し
て
き
た
行
動
的
な
生
物
学
者
で
あ
り
、
そ
の
分
野

の
人
達
に
最
大
限
の
信
頼
を
え
て
い
る
学
者
で
あ
る
。

日
本
政
府
お
か
か
え
の
専
門
家
た
ち
に
と
っ
て
は
誠

に
厄
介
な
存
在
で
も
あ
る
C

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
は
、
人
口
密
集
都
市
近

辺
の
港
に
お
け
る
核
事
故
と
し
て
い
く
つ
か
の
湯
合

を
考
察
し
て
い
る
。

a．
笹
船
搭
載
の
核
兵
器
の
火
災

b
．
原
子
力
推
進
括
の
原
子
炉
事
故

C
．
使
用
済
み
核
燃
料
を
積
ん
だ
船
の
火
災

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
つ
い
て
は
、
戦
括
ミ
ズ

ー
リ
を
中
心
と
す
る
水
上
打
埜
団
の
母
港
化
計
画
に

関
係
の
あ
る

a
と
D
の
定
量
的
分
析
を
行
な
っ
て
い

る

[

)

の
制
限
値
の
二
千
倍
に
達
す
る
。
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト

の
量
は
原
子
炉
の
近
辺
で
国
の
制
限
値
の
百
万
倍
に

達
し
、
市
の
事
故
現
場
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
地
点

（
十
一
キ
ロ
メ
—
ト
ル
）
で
も
百
倍
に
達
す
る
。
ー

略
I

上
記
の
放
射
線
祖
曝
に
も
と
づ
い
て
り
ン
死
亡

者
を
計
算
し
た
。
短
期
被
曝
死
亡
者
(
-
日
）
は
計

算
に
用
い
た
大
気
条
件
と
死
亡
換
算
率
に
よ
っ
て
五

か
ら
千
六
十
八
に
な
る
。
中
期
被
曝
死
亡
者
（
一
週

間
の
地
上
被
曝
の
み
）
は
も
っ
と
も
安
定
し
た
大
気

佐世保寄港の軍監の火災てトマホー
クが燃焼ー風下住民の被害

佐世保の即崎岸壁に疾岸した戦艦ニュ

ージャージ一の32発のトマホークの
うち2発の眩弾頭(1発に5kgのプ，
ルトニウム）の燃焼を悲虚。酸化プル

トニウムの吸引による風下住民のガン
死亡者を推。危菜率のとり方により
表のような幅が出る。大気安定度E。 ' 

条
件
の
下
で
百
七
十
四
人
か
ら
千
七
百
七
十
八
人
、

長
期
被
曝
死
亡
者
は
も
っ
と
も
安
定
し
た
大
気
条
件

の
下
で
二
百
二
十
五
か
ら
二
千
五
十
一
人
と
な
る
』

（
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ピ
ス
の
計
算
結
果
を
応
用
し

て
、
横
須
賀
、
佐
世
保
に
当
は
め
た
概
略
的
な
図
を

掲
載
し
た
◇
も
っ
と
正
確
な
計
算
が
必
要
で
あ
る
）

[
梅
林
宏
道
]

言
国
言
三
攣
疇
誓
鴫
詞
疇
攣
言

霞距のら

m

が
K

、し

1
2
3
4
5
6
7
8
9
o
l
at

中

1
1

故事

'
 

し`

横須賀に寄港する原潜の原子炉事故
による風下住民の被害

一時寄浩のため原子炉を止めずに入造
した原潜ラホヤの原子炉一基（熱出力
百メガワット）のメルトダウンを想定。

柄出棺射能による風下住民のガン死亡
者を推定。危菜率のとり方により表の
ような幅が出る。一年以下の披曝のみ 1
を算入。大気安定度F。

事故中心からの距難
1km 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 ， 
10 
11 
9t 

推定死亡者数
315~1976' 
16-673 
12-444 
4~204 
4-204 
2~85 
3~130 
2-53 
2~55 
1-35 
0-19 
361-3876 

冑

,
L
_
 

-
d
~

ー
i

＼
 
.、
．ヽ

1
ー

｀
 

，` 7 ｀`
 ｀`
 

塊
と
な
っ
て
市
街
を
汚
染
し
な
が
ら
通
過
し
て
ゆ
く
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
は
ア
メ
リ
カ
原
子
力
規

制
委
員
会

(
N
R
C
)
が
原
子
炉
の
安
全
性
評
価
の

た
め
に
開
発
し
た
方
法
を
適
用
し
て
被
害
の
計
算
を

行
な
っ
た
。
結
果
の
要
約
部
分
を
引
用
す
る
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

『
風
下
の
プ
ル
ト
―
ー
ウ
ム
の
雲
の
濃
度
は
、
国
の

制
限
値
の
一
万
倍
を
越
す
だ
ろ
う
。
そ
の
放
射
性
の

雲
の
吸
引
に
よ
る
住
民
の
被
曝
は
国
の
制
限
値
の
一

万
倍
を
こ
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
晩
発
性
の
ガ
ン
犠
牲

者
が
発
生
す
る
。
拡
散
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
よ
っ

て
引
起
こ
さ
れ
る
ガ
ン
死
亡
者
は
気
象
条
件
と
ガ
ン

死
亡
換
算
率
の
選
び
方
に
よ
っ
て
七
十
人
か
ら
九
九

四
三
人
に
な
る
。
放
射
能
に
よ
る
急
性
障
害
者
は
こ

の
研
究
の
仮
定
の
も
と
で
は
発
生
し
な
い
。

放
射
能
雲
が
市
街
を
通
過
す
る
と
き
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
表
面
に
付
着
す
る
。
通
気

装
置
が
あ
る
場
合
は
、
通
気
シ
ス
テ
ム
の
内
部
い
た
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言
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塁
滋
式

ぅ
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お
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9
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攣

竺
阜
羞
t
t
諄｀れ

、.̀
＊
絹
集

＊
定
価

＊
発
行

一
九
八
七
年
四
月
二
（
）
日
発
竺

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
全
国
運
酌

（
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九
パ
ル

青
山
五
0
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

O

(

)

三
（
四
九
八
）
六
（
）
九
三

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
絹
集
委
員
会

1
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
2
0
0
0
円
）

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信

0

8

 

N

1

 

コモ‘Jデ~I- S·31
ー的＇ヨコスカ
国隙遥末共同ff霰

［板鐙紬のと紅］
音空ラ—干イソと

ピ—スウォーキンク‘‘

<.t蜘→衛＂〉
5/29 （金） pml : 3 0's/30  （土）□□ばー1では芋＝ぅ a；は認発

S/30 （土） Pml:00 
IR詞租駅前出発

号仏伍皐茫饂よびJR

.5/31器宇‘
澄匹輝ーー
＠ョコスカ月例一万人デモ＠非核コードと反

核ホットライン＠核艦船差し止め訴訟・)これ
が平和船団だ＠もう一つのチェ 1レノプィリ⑥

芝居／神奈川県VS 外務省⑥呉•佐枇保・依
佐美・えびのの仲間から⑥アジア太平洋から、

などなどを材料にして、さて私たちは今fPJが

できるかを／青空の下で（たべ物屋もIllる）
,_ l 6: 3 0よリヨコスカ月例デモ、こ，ちらにもせひ参加を 1

遵トマ喰い虫社 03(498)6095

非核市民宣言運動ヨコスカ 0468(25)0157 

上瀬谷基地はいらないウドの会 045(363)1111 

内一425
（ピース•ウォーキングについての問合わせはウドの会へ）

f ----
1恥霞叩ttめ打疇加グェ叶｀

犀心l出せ！畔応7] 
:-----5•3／黎会一 1 

I PHI:00～刈辱翻疇文I

｛ ：訟匂： 加輝でい深I、I靡扱蛉ぇ！
咋ムシm.l.-?6よーし—,'Iケ

-------・-----




